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[1] F (x, y) = ef(x,y)g(x,y)とするとき，F の１階偏導関数を全て求めよ．ただし

f(x, y) = log
√

x2 + y2, g(x, y) = Arctan
y

x

とする．

[2] 次の関数の２階の偏導関数を全て求めよ．

(1)
xy

x + y
(2) Arcsin

xy

1 + x2 + y2

[3] 次の極限値を ε − δ論法によって求めよ．もし極限値が存在しない場合は，そ
うであることを ε − δ論法によって示せ．

(1) lim
(x,y)→(0,0)

(x + y) sin
1

x
sin

1

y
(2) lim

(x,y)→(0,0)

1 − cos(x2 + y2)

(x2 + y2)2

(3) lim
(x,y)→(0,0)

1 − cos(x2 + y2)

xy
(4) lim

(x,y)→(0,0)

sin x sin y

sin2 x + sin2 y

[4] 次の主張は正しいか？ 正しければ証明し，間違っているなら反例を挙げよ．

主張：原点 (0, 0)のまわりで定義された関数 f(x, y)を考える．極座標で表示して
x = r cos θ, y = r sin θとするとき，任意の θに対して， lim

r→+0
f(r cos θ, r sin θ)が

（θによらずに）同じ値に収束するならば，f(x, y)は (0, 0)で連続である．

◦ 発展問題
SをR2の空でない部分集合とし，関数 dS : R2 → Rを次のように定める．

dS(x) := inf
{
||x − y|| | y ∈ S

}
(x ∈ R2).

ここで ||x − y||は２点 x, y ∈ R2の距離を，inf
{
||x − y|| | y ∈ S

}
は，Rの部分

集合 {
||x − y|| | y ∈ S

}
の下限を表す．このとき，上で定めた関数 dS : R2 → Rは連続であることを示せ．
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